












要約:神奈川県では腎不全対策の一環として慢性腎疾患の早期発見,予防,管理に重点を置

いている。その一つとして昭和 60 年 7月から,県下全保険所での 3歳児健診において検尿

を実施している。昭和 60 年 7月から昭和 62 年 9 月の間の検査対象者は59,372 人で受診率

は 98.6%であった。第一次検尿陽性者は 15%で第二次陽性者は第一次受診者の 1.1%であっ

た。第三次精査は陽性率は対一次受診者の0.42%(248 人)の結果であった。248 人の内訳は

無症候性血尿,微少血尿が 159 人,無症候性蛋白尿(特発性尿細管性蛋白尿も含む)が 8 人,

尿路奇形を含む尿路感染症が27 人,腎炎(疑いも含む)が 13 人,その他が 41 人であった。今

後,検尿方法,三次精検の手順に問題があり,またさらに早期(胎児期,乳児期)からの検査に

も工夫が必要であることが明らかになった。 


